
































































1 日程 平成３０年７月１８日～７月２４日

2 訪問国 オーストラリア（メルボルン・シドニー）

3 調査目的
・世界遺産登録後における具体的な課題対応策を調査し観光振興に活かす。
・IR（統合型カジノリゾート）の現場を視察し導入に至るまでの課題を調査する。
・国際交流の相手国としてのオーストラリアの現状について調査する。
・農業振興のために畜産業およびワイナリーの現地法人の現状と課題について調査する。
・堅調に人口増加および経済成長を続けるオーストラリアの政策について調査する。

4 調査事項
・世界遺産登録後に想定される課題等に対しての具体的な対策について
・IR(統合型カジノリゾート）における経済効果および課題に対する対策について
・教育における英語圏の国際交流先としての現状と今後の可能性について
・農業振興対策として現地法人企業の畜産業及びワイナリーに対しての取り組みについて
・産業振興対策としてオーストラリアの経済成長および人口増加の要因について

5 調査結果 別紙報告書の通り

6 調査により得られた成果及び県政への反映方策

平成30年　8月17日

海外研修視察報告書

長崎県議会議長　様

・今回の視察により、世界遺産については海外からの観光客に対してガイド対応などの多く
の配慮がなされており、本県としても海外観光客への様々な対応策を策定する必要があ
る。
・自治体国際化協会においては、姉妹都市提携数が大幅に増加する現状に対して教育に
おける交流が活発化していることについて、本県としても積極的に取り組む必要を感じた。
・IRについては、スタッフの人材育成の現場や運営における現場を視察したことで、雇用対
策における人材確保に向けた取り組みを雇用創出に向けて取り組む必要性を感じた。
　また、現地IR運営企業の取締役と意見交換をして、本県への誘致に対する課題について
意見交換することができた。
・現地邦人企業における畜産および牛肉の輸出について、最先端の大規模畜産経営を視
察することにより本県の畜産振興に活かすことができる内容を聴取できた。

長崎県議会議員　　下条　ふみまさ
長崎県議会議員　　松本　洋介
長崎県議会議員　　宅島　寿一

海外研修視察を実施しましたので、つぎのとおり報告いたします。
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長崎発羽田行き　国内線にて空路　羽田空港へ
羽田空港　到着
羽田発シドニー行き　　空路シドニー空港へ

シドニー空港着　入国手続き
シドニー発メルボルン行き　メルボルン空港へ
メルボルン空港着

15：00～17：00 IR　クラウンリゾート　視察

ケン・バートン（クラウンリゾート取締役）

メラニー・ブロック（クラウンリゾート日本担当スタッフ）

グレンジャー知子（通訳現地スタッフ）

「クラウン」はオーストラリア屈指の総合エンターテイメントリゾートであり、延床面積が５１万平米、

年間1800万人ものビジターが訪れる。ホテルが3棟とカジノ、会議室、70軒以上のダイニング施設、

スパ、テニスコート、映画館、アミューズメント施設、高級ブランドのショッピングモールがある。

まずIRの運営にとって大変重要な人材育成について同企業の関連会社である「クラウンカレッジ」を訪問した。

クラウンカレッジは企業を母体とするRTO（登録職業教育・訓練期間）としてはオーストラリアで最大規模で

最も成功している教育機関であり、観光業におけるサービスやスキルの水準を維持・向上する役割を果たしつつ

従業員に向けてやりがいのあるキャリアに長期間携わるために必要となるスキルや知識を提供している。

3つの学科を運営しており①ホテルおよび飲食②ゲーミング③ビジネス　それぞれの分野における

専門プログラムを提供している。

施設としてはセキュリティやゲーミングのトレーニングルームのほか会議室、訓練生用実務レストランなど充実した

設備と経験豊かな講師が対応している。

次に依存症対策として世界で初めて設立された「ゲーミング支援センター」を視察

24時間体制でカスタマーサポートサービスが提供されており、経験豊富な責任あるゲーミング担当スタッフが

勤務していた。また心理士や牧師による支援サービスや24か国語に対応している。

依存症対策でのポイントは、まずは本人の意思によるところが大きいためメンタルのフォローが重要になってくる。

またリミットをつけることや家族へのフォローアップなど様々な依存症対策に取り組んでいた。

最後にクラウンリゾートの取締役であるケン・バートン氏とIRの長崎への誘致に向けて意見交換をした。

以前より日本の市場には関心があり日本の実情についての情報は持っていた。

そのなかで法案の可決後の対応について登録される3か所に長崎が入るのか不安要素として費用対効果を

おっしゃっていたが、本県としては、既存のリゾート施設であるHTBリゾートがあることや、アジアからの観光客が

クルーズ船を中心に近年増加傾向にあることを述べた。

IR誘致に向けての課題としては、委託契約期間を長期で契約しなければ厳しいという実情をうかがった。

8:45
12:00

７月１９日（木）　2日目

13:35

視察内容 １、クラウンリゾート

調査結果報告書

視察日 平成３０年　７月１８日～７月２４日

視察日程 ７月１８日（水）　１日目

19:10
21:00
22:20

2 / 9 ページ



9：00～13：00 ワイナリー　ヤラバレー地区
①イエリング

②デボルトリー
③シャンドン

14：00～17：00 世界遺産関連視察
①ロイヤルエキシビジョン
②セントパトリックス大聖堂

吉田宏隆（メルボルン現地ガイド）

①イエリングステーション

ヤラバレーで最初にワイナリーを創業した1838年創業の老舗。ピノ・ノワールやシラーズのレゼルブで数々の賞を

受賞している。創業当時の歴史ある建物を改装した天井の高いテイスティングルームではワインの製造だけ

ではなく販売、飲食まで行っており、多くの観光客を集めていた。

②デボルトリー

北イタリアからオーストラリアに移民として移り住んだデボルトリ一家が創業したワイナリー。

家族経営ではあるがセミヨン種を使った貴腐ワインが有名で、多くのワインが販売されていた。

個人経営の苦労などをうかがったが、個人でも成功している実績は参考になった。

③ドメイン・シャンドン

フランスの有名シャンパンメーカー、モエ・エ・シャンドンが手掛けた大規模なワイナリー

フランスと同様の方式で造られた「シャンドン」の工場を見学しシャンパンの製造の厳しさをうかがった。

王立博覧会ビルは1880年にメルボルンで開催された万国博覧会のために建てられた建物であり万博ビルとしては

世界最古の建物のひとつである。19世紀に世界各地で開催された万博の歴史を伝える貴重な建造物として

2004年にユネスコの世界遺産に、オーストラリアで初めて登録された。

王立博覧会ビルは街の中心部から北に位置し、周囲を美しいカールトン庭園に囲まれている。

この庭園も世界遺産のひとつである。1880年に万博で使われた後、1901年からは最初の英連邦政府国会議事堂

として使われた。広々としたギャラリー（展示室）と美しくそびえるドームが特徴である。

ホール空間は現在でも各種イベントや展覧会、フェアなどの文化行事に利用されている。

世界遺産の管理としては庭園を維持管理しつつ、ホールにおいては文化行事で活用しており

維持管理だけではなく、地域行事にも活用されていることは理想的な世界遺産の活用であると感じた。

セントパトリックス大聖堂は、オーストラリアのメルボルンにあるローマカトリックのゴシックリヴァイバル建築で

その名はアイルランドの聖人パトリキウスに由来している。

1848年に聖アウグスチノ修道会が大聖堂計画を立て、植民地政府に陳情した

大聖堂である。ウィリアム・ウォーデールにデザインを依頼し、1939年に完成した。

一歩足を踏み入れると、水が流れるような静かな音が響き渡り、モザイクの床、ステンドグラスからの光がやさしく

堂内を照らし、神聖な世界を演出していた。高い尖塔は、高さ103メートルもある。

雨桶にはゴシック建築を代表する素晴らしい彫刻のガーゴイルがついていた。

視察中にも多くの信者がお祈りをしていて、神聖な雰囲気が印象的であった。

本県の教会群もこのように維持管理できればと印象を受けた。

視察日程 ７月20日（金）　3日目

2、ワイナリー　ヤラバレー地区視察内容

4、セントパトリックス大聖堂

3、ロイヤルエキシビジョンビル
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空路、シドニー空港へ
シドニー空港到着

13：00～15：00 世界遺産オペラハウス　視察
16：00～17：00 自治体国際化協会シドニー事務所訪問　

クリス　美香子（シドニー現地ガイド）
赤岩　弘智（自治体国際化協会シドニー事務所　所長）
谷本　貴則（自治体国際化協会シドニー事務所　所長補佐）

デンマークの建築家ヨーン・ウッツオンの設計のもと、１９５９年から１４年間の歳月をかけ、1973年に完成した。

６つの劇場、コンサートホール、レストラン等を保有する。貝殻をモチーフにした屋根のセイル型デザインは

柱がなくコンクリートブロック２０００個をケーブルで引っ張ることにより建築した。建築史上最も困難な組み立て作業

だったと言われている。総工費は４００億円（現在の価値では約800億円）と多額の費用がかかったが

その対策として国が宝くじを発行し、その利益を建築費に充てたためわずか2年で資金回収ができた。

多くの観光客でにぎわっており、ガイドの対応もわかりやすくスムーズだった。また劇場があることもあり

地元の利用者も多く、大きな経済効果をもたらしていると感じた。

自治体国際化協会シドニー事務所にて赤岩所長よりオーストラリアの政治・経済・社会情勢・国際交流について

レクチャーを受けた。オーストラリアの面積は日本の20倍、人口は日本の20％であり広い国土と高い自給率

豊富な資源を有する。経済成長も著しく26年連続で毎年約３％の安定した成長を遂げている。

対日貿易については、輸出において８０％が資源であり、輸入においては普通車が最も多い。貿易相手国としては

1位が中国、2位が日本となっており、今後のTPPの取り組みによっては、さらなる経済交流も期待できる。

人口については、毎年40万人もの急激な増加を遂げていて、特に人口の大半は東海岸の都市部に集中している。

多文化主義であり、人口の約3割は外国生まれである。人口構造においては中高年が多いつぼ型であり

高齢化率が15.7％となり日本の27.3％と比べるとかなり低くなっている。

オーストラリアでは州政府に憲法上最も広範な役割が与えられ、財政的、政策的には連邦政府に主導権が

移っており、地方自治に対する住民の期待と要求が近年高まっている。

国際交流においては、提携した姉妹都市がこれまで１０８件となっており、提携数は４番目に高い。本県においても

佐世保市と松浦市が姉妹都市を締結している。交流内容としては青少年交流が最も多く55.6％となっており

時差がない英語圏として語学教育に高い需要があっている。

またヘリテージといって歴史的建造物を指定して保護している。活用事例としては継続的利用だけではなく

複合利用や民間への転用など外観は変えずに活かす方法をとっている。

安定的な経済成長と人口増している民主主義国家であり、アジア太平洋地域の国として今後も日本の平和と

繁栄のためのパートナーとして大きな期待ができると感じた。

7：00～17：00 世界遺産ブルーマウンテンズ　視察

クリス　美香子（シドニー現地ガイド）

シドニーの西約100km、標高1500ｍほどの山並みが続く一帯。ユーカリが茂る森が続き、ユーカリの油分が揮発し

一帯に青いフィルターがかかったように見えることからこの名前がついた。世界遺産登録されているのは、ブルー

マウンテンズ国立公園を中心に７つの国立公園を含む103万haという広大な面積である。

視察日程 ７月22日（日）　5日目

視察内容 7、世界遺産ブルーマウンテンズ　視察

9:00
10:30

視察内容 5、世界遺産オペラハウス　視察

視察内容 6、自治体国際化協会シドニー事務所　視察

視察日程 ７月21日（土）　4日目
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全世界のユーカリの13％に当たる約90種が見つかっている。

1850年代にはゴールドラッシュ、1870年代では石炭の炭鉱として栄えたシーニックワールドを視察した。

最勾配52度のトロッコ電車「シーニックレイルウエイ」で深い谷底へ下り、２億年前の太古の地形を有する

レインフォレストと旧炭鉱跡を視察後、「シーニックケーブルウエイ」で崖上に上り、「シーニックスカイウエイ」にて

ジャミソン渓谷の上空270mから1000m級の岩が３つ連なる奇岩群「スリーシスターズ」を視察した。　

世界自然遺産としてのブルーマウンテンズは自然を保護しながらも様々な乗り物で広範囲の自然を見ることが

できた。ガイドや外国語の対応も十分にできていた。多くの観光客に対応するにはホテルが足りないということもあり

民泊を地域で取り組んでいた。

10：00～11：00 NHフーズオーストラリア株式会社　視察
金井　秀樹（取締役）
鈴木　博樹（エキスパートセールズ）
アンドリュ・マクドナルド（エキスパートセールズマネージャー）
ミシェル・ダビッドソン（ジェネラルマネージャー）

クリス・ザウナジデス（マネージャー）

12：00～13：00 JTAオセアニア（旅行代理店）シドニー支店　意見交換
志村　一政（JTAシドニー支店　支店長）

15：00～16：00 在シドニー日本国総領事館　訪問

竹若　敬三（シドニー日本国総領事）

空路　羽田空港へ

オーストラリア東海岸を拠点に牛の肥育・処理・輸出を行っている日本企業を視察。オーストラリアにおける

畜産経営の現状についてレクチャーを受けた。ワイアラ牧場は1990年に地元企業より購入し運営開始。

5316haというオーストラリア国内でも最大規模の土地に50000頭の牛を肥育している。特にえさにこだわっており、

大麦・小麦を蒸気で蒸して独自のえさを作っている。また循環型農場として糞や尿を肥料に活用している。

加工処理工場であるオーキー工場ではワイアラ牧場からの牛を１日1000頭も屠畜し内蔵処理後枝肉に加工

される。また電子タグをつけることにより管理を徹底している。この企業ではPB（プライベートブランド）として

大麦牛として売り出している。この牛肉はオーストラリア産牛肉の持つ良質な赤身と日本人が好むやわらかさと

程よい油のコラボレーションを追求した商品となっている。

NHフーズオーストラリアにおける雇用は2000名であるが、日本の倍額の人件費がかかるのが運営上厳しいとのこと

これまでの飼育で苦労したことは、牧場が広大すぎるために均一均等に供給するシステムをつくることであった。

オーストラリアからの輸出国は日本が３０％オーストラリア国内が25％アメリカが20％となっている。

本県においてもスーパーエレナに納入している。今後のTPPにおける関税の撤廃によってはさらなる出荷も

期待できる。

９、JTAオセアニア（旅行代理店）シドニー支店　意見交換
本社香港の企業のシドニー支店長志村さんと海外からのインバウンドについて意見交換をした。

オーストラリアには毎年約７０万人の観光客が訪れる。時差がない英語圏であり経済成長している国であるため

近年インバウンドもアウトバウンドも堅調に数字を伸ばしている。日本がオーストラリアからのインバウンドを

増やしていくために必要なことは「安い航空券、語学環境、wifi環境、アトラクション」とうかがった。

視察内容 8、NHフーズオーストラリア株式会社　視察

20:00

視察日程 ７月23日（月）　6日目
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10、在シドニー日本国総領事館　訪問
竹若総領事よりオーストラリアの現状についてレクチャーを受けた。

まず日本とオーストラリアの歴史について、1879年の万国博覧会の参加。1890年からは羊毛、牛脂、牛の皮を

日本に輸出していた。1941年からの太平洋戦争において対戦したが、反日感情は強くはなく日本に友好的な

国である。一人当たりのGDPは世界11位で日本の1.4倍になる。２６年連続でプラス成長を達成する経済大国。

物価と人件費が高いため、日本企業であるトヨタが撤退した。一方で労働者には手厚い労働環境である。

日豪間の旅行者数は、近年堅調に増加。2017年の豪州からの訪日観光客数は約50万人。平均宿泊数が13泊

と長く、平均旅行支出額も22万6千円と首位中国に次ぐ。またリピーターが多い。

2015年にANAが羽田・シドニー便を就航し、現在JAL、ANA、カンタスの３社が日本・シドニー間の直行便を

運行している。2017年９月にJALが成田・メルボルン間を就航、同年12月にカンタスが大阪・シドニー便を就航。

今年１月に日豪首脳会談が開催され安全保障や防衛について相互協力することで一致した。また経済交流や

人的交流を活発化させることやTPPの早期の著名・発効についても一致した。

留学生の数は増加傾向にあり、特に中国からの留学生が占める割合が高く約３２％である。

留学生の支払う学費は大学収入の約20％を占める。今後の日本の大学の経営にとっても留学生の招致は

不可欠であると感じた。また親日国として日本語教育の需要が高く、日本語学習者は国内で約35万人と

他言語よりも増加傾向にある。

羽田空港着　

国内線にて長崎空港へ

長崎空港着　解散

クラウンリゾート　取締役ケン・バートン氏　意見交換

人材教育施設　クラウンカレッジ　視察

7:00

8:40

視察日程 ７月24日（火）　7日目

5:30
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ワイナリー　ヤラバレー地区　視察

世界遺産ロイヤルエキシビジョンビル　視察 セントパトリックス大聖堂　視察

世界遺産オペラハウス　視察
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自治体国際化協会シドニー事務所　視察

世界遺産　ブルーマウンテンズ　視察

NHフーズオーストラリア株式会社　意見交換
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在シドニー日本国総領事館　意見交換
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